
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022.2.28 在大阪ロシア総領事館前サイレントスタンディング行動 

 写真：大阪平和委員会  記事：２ページ 

大阪アジア・アフリカ・ラテンアメリカ連帯委員会機関紙 

ロ
シ
ア
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題

の
外
交
解
決
を
も
と
め
る
国
際
世

論
を
無
視
し
て
、
２
月
24
日
か
ら

ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
土
へ
の
大
規
模
な

軍
事
侵
攻
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
と
領
土

を
侵
す
侵
略
行
為
で
あ
り
、「
武
力

に
よ
る
威
嚇
ま
た
は
武
力
の
行

使
」
を
慎
む
よ
う
求
め
た
国
連
憲

章
と
国
際
法
に
明
白
に
違
反
す
る

も
の
で
す
。 

ロ
シ
ア
が
ど
の
よ
う
な
口
実
を

主
張
し
よ
う
と
も
、
法
と
人
道
に

反
す
る
今
度
の
行
為
を
正
当
化
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
軍
事
侵

攻
に
よ
っ
て
民
間
人
を
含
む
多
く

の
犠
牲
者
が
で
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
、
こ
の
ロ
シ
ア
の
行
動
を
強

く
非
難
し
、
ロ
シ
ア
軍
に
軍
事
行

動
を
即
時
停
止
し
、
撤
退
す
る
よ

う
求
め
ま
す
。 

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
侵
攻
に
あ

た
っ
て
の
演
説
で
、
軍
事
侵
攻
の

目
的
を
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
「
脱
軍

事
化
、
非
ナ
チ
ス
化
」
と
の
べ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

主
権
と
独
立
を
全
面
的
に
否
定
す

る
、
ロ
シ
ア
中
心
主
義
の
態
度
で

あ
り
、
断
じ
て
認
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。 

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
ま
た
、
ロ

シ
ア
が
核
兵
器
大
国
で
あ
る
こ
と
を

誇
示
し
、
反
対
す
る
諸
国
や
世
論
を

け
ん
制
し
核
兵
器
で
脅
迫
す
る
姿
勢

を
み
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事

故
現
場
は
じ
め
多
数
の
原
発
が
存
在

し
て
い
ま
す
が
、
南
部
の
原
発
に
も

攻
撃
を
加
え
、
、新
た
な
核
の
惨
禍
に

つ
な
が
る
危
険
性
が
極
め
て
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領

の
こ
れ
ら
の
姿
勢
は
、
被
爆
国
の
日

本
の
私
た
ち
を
は
じ
め
、
こ
の
地
球

全
体
で
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
行
動
で

あ
り
、
強
く
非
難
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

 

日
本
国
憲
法
９
条
を
実
践
す
る 

平
和
外
交
が
求
め
ら
れ
ま
す 

 

こ
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
を
解
決

す
る
に
は
、
日
本
国
憲
法
９
条
を
実

践
す
る
平
和
外
交
が
何
よ
り
も
求
め

ら
れ
ま
す
。
ロ
シ
ア
の
よ
う
に
政
府

が
他
国
へ
の
侵
略
行
為
に
及
ぶ
こ
と

へ
の
歯
止
め
が
９
条
で
す
。
敵
基
地

攻
撃
の
検
討
な
ど
９
条
を
骨
抜
き
に

す
る
改
憲
勢
力
の
動
き
に
断
固
反
対

し
ま
す
。
日
本
政
府
に
は
、
ロ
シ
ア

の
侵
略
行
為
に
抗
議
す
る
と
と
も

に
、
憲
法
９
条
を
活
か
し
た
対
話
と

協
力
の
外
交
努
力
を
強
め
る
こ
と
を

改
め
て
求
め
ま
す
。 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を
！ 

Ｎ
Ｏ 

Ｗ
Ａ
Ｒ
！ 

〒540-0004大阪市中央区玉造 1-6-11黒石ビル３F 

２０２２年４月１日 No.５９０ 

 

今
月
の
読
み
物 

◇2面:ロシア抗議デモ◇3面：ケニア国連大使のス

ピーチ◇4-5 面:オリガルヒ、ＮＡＴＯ、入管問題学

習会◇6 面：京都府知事選と北陸新幹線延伸問題

◇7面：カジノ中止を◇8面:AALAカフェ案内ほか 

ロシアのウクライナ侵略反対！即時撤退！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年４月 1日 Ｎｏ．５９０ 世界と連帯 ＮＧＯおおさかＡＡＬＡ 

 

差
点
付
近
で
憲
法
会
議
と
平
和

委
員
会
の
呼
び
か
け
で
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
抗
議
す

る
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動
が
60

人
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

平
和
を
願
う 

世
界
中
の
人
々
と
連
帯 

３
月
９
日(

水)

に
は
、「
大
阪

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
」

主
催
で
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
に
抗
議
す
る
集
会
が
、

中
之
島
公
園
内
で
開
催
さ
れ
、

大
阪
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
か
ら
も
３
名
が

参
加
、
全
体
で
は
目
標
を
上
回

る
７
０
０
人
以
上
が
参
加
し
ま

し
た
。 

  

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
が
始
ま
っ
て
１
か
月
、
こ

の
無
法
な
戦
争
は
い
つ
ま
で

続
く
の
だ
ろ
う
か
…
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
出
口
の
見
え

な
い
閉
塞
感
の
中
、
こ
の
地

球
の
上
で
最
悪
の
事
態
で
あ

る
戦
争
が
始
ま
っ
て
、
ま
す

ま
す
気
の
晴
れ
な
い
日
々
が

続
き
ま
す
。 

世
界
中
で
直
ち
に
反
戦
の

声
が
広
が
っ
て
、
２
日
の
国

連
総
会
緊
急
特
別
会
議
で
は

１
４
１
か
国
の
賛
成
で
ロ
シ

ア
非
難
決
議
が
採
択
さ
れ
、

16

日
に
は
国
際
司
法
裁
判

所
が
ロ
シ
ア
に
軍
事
行
動
停

止
の
命
令
を
出
し
た
。 

ロ
シ
ア
国
内
で
も
反
戦
デ

モ
や
、
国
営
テ
レ
ビ
で
の
反

戦
ア
ピ
ー
ル
掲
示
な
ど
の
報

道
も
あ
る
が
、
プ
ー
チ
ン
大

統
領
の
核
兵
器
の
威
嚇
や
、

国
内
の
言
論
統
制
・
弾
圧
な

ど
止
ま
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

病
院
や
避
難
所
な
ど
を
狙
っ

た
攻
撃
な
ど
、
１
０
０
０
万
人

と
も
い
わ
れ
る
難
民
は
？
子

ど
も
た
ち
は
？
…
思
う
だ
け

で
胸
が
つ
ぶ
れ
そ
う
で
す
。 

大
阪
大
空
襲
の
焼
け
跡
を

思
い
出
さ
せ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
無
残
な
攻
撃
跡
、
身
の
回
り

の
荷
物
だ
け
を
抱
え
て
逃
げ

惑
う
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の

姿
に
、
空
襲
の
中
で
大
阪
か
ら

疎
開
に
向
か
っ
た
満
員
列
車

の
中
の
幼
い
日
の
わ
が
家
族

の
姿
を
想
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。 

『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
平
和
を

❣
』
を
強
く
叫
ば
ず
に
は
お
れ

ま
せ
ん
。 

そ
し
て
、
忘
れ
て
な
ら
な
い

の
は
。
戦
前
の
日
本
の
姿
で

す
。 無

法
な
朝
鮮
併
合
、
中
国
東

北
部
へ
の
侵
略
と
傀
儡
政

権
・
満
州
支
配
・
・ 

『
南
京
大
虐
殺
を
は
じ
め

と
し
て
，
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々

へ
の
侵
略
と
蛮
行
』
。 

私
は
、
中
国
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

の
各
地
を
訪
ね
て
１
つ
１
つ

確
か
め
た
贖
罪
の
旅
を
重
ね

ま
し
た
。
そ
の
償
い
の
一
端
が

「
憲
法
９
条
」
の
誓
い
で
す
。 

そ
ん
な
、
あ
れ
こ
れ
の
思
い

を
巡
ら
せ
つ
つ
、
反
戦
平
和
を

貫
い
た
１
０
０
年
の
闘
い
の

列
に
連
な
っ
て
い
る
喜
び
を

再
確
認
し
て
い
ま
す
。 

 

役
員
と
会
員
数
名
の
参
加
で
し

た
が
、
地
元
豊
中
市
の
市
民
団

体
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
っ
た
と
い
う

若
者
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

11
時
か
ら
30
分
間
の
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
し
た
が
、
１
２
０

人
も
参
加
、
多
く
の
マ
ス
コ
ミ

も
つ
め
か
け
て
い
ま
し
た
。 

領
事
館
は
住
宅
街
に
あ
り
、

マ
イ
ク
の
使
用
は
で
き
ず
サ
イ

レ
ン
ト
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
し

た
が
、
参
加
者
は
各
々
手
作
り

の
「
Ｎ
Ｏ 

Ｗ
Ａ
Ｒ
」
カ
ー
ド

や
横
断
幕
を
広
げ
訴
え
ま
し

た
。 若

い
参
加
者
に
声
を
か
け
る

と
、
「
堺
市
か
ら
参
加
し
ま
し

た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
見
て
、
何
か
し

た
い
、
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
参
加
し
ま
し

た
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

ん
な
声
が
日
本
中
、
世
界
中
に

広
が
っ
て
一
日
も
早
く
ウ
ク
ラ

イ
ナ
に
平
和
な
日
常
が
も
ど
っ

て
ほ
し
い
で
す
。 

 

南
森
町
交
差
点
付
近
で
も 

抗
議
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
行
動 

３
月
４
日
（
金
）
、
昼
休
み
の

時
間
帯
の
12
時
15
分
か
ら
13

時
ま
で
大
阪
北
区
の
南
森
町
交

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

軍
事
侵
攻
に
対
す
る
抗
議
の
行

動
が
世
界
中
で
広
が
っ
て
い
ま

す
。
ベ
ル
リ
ン
で
は
２
月
27
日

に
観
光
名
所
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル

ク
門
周
辺
に

10

万
人
以
上
が

集
ま
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
旗
を

表
す
青
と
黄
の
装
束
で
行
進

し
、
連
帯
を
表
明
し
ま
し
た
。 

ま
た
ロ
シ
ア
国
内
で
も
、
当

局
の
弾
圧
に
も
抗
し
て
、
デ
モ

全
面
禁
止
の
中
で
も
、
人
々
は

「
戦
争
反
対
」
を
唱
え
な
が
ら

デ
モ
を
続
け
て
い
ま
す
。 

在
大
阪
ロ
シ
ア
総
領
事
館 

へ
の
緊
急
抗
議
行
動 

大

阪

で

も

、

２

月

28

日

(

月)

、
大
阪
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
、
大
阪

平
和
委
員
会
、
お
お
さ
か
労
連

な
ど
の
呼
び
か
け
で
、
豊
中
市

に
あ
る
在
大
阪
ロ
シ
ア
総
領
事

館
前
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
抗

議
す
る
集
会
を
実
施
し
ま
し

た
。 こ

の
行
動
に
参
加
し
た
大
阪

Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
の
上
村
得
世
副
理
事

長
か
ら
次
の
報
告
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。 

急
な
呼
び
か
け
だ
っ
た
の
で

Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
か
ら
は
理
事
長
ほ
か

世
界
中
で
ロ
シ
ア
抗
議
デ
モ 

大
阪
で
も
ロ
シ
ア
総
領
事
館
前
で
抗
議
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ 

２ 

ウクライナに平和を❣ 

忘れないで、 

戦前の日本の姿 

Takako Yoshise さん 

の Facebook から 

2022.3.24 

 

2・28 在大阪ロシア総領事館前行動 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年４月 1日 Ｎｏ．５９０ 

 

世界と連帯 ＮＧＯおおさかＡＡＬＡ 

 

 

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領

が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
東
部
ド
ネ
ツ

ク
州
と
ル
ガ
ン
ス
ク
州
の
独
立
承

認
と
ロ
シ
ア
軍
の
派
兵
を
命
令
し

た
２
月
21
日
、
国
連
の
緊
急
会
合

で
、
ケ
ニ
ア
の
キ
マ
ニ
国
連
大
使

が
行
っ
た
ス
ピ
ー
チ
が
注
目
を
集

め
て
い
ま
す
。 

19
世
紀
の
中
ご
ろ
か
ら
イ
ギ

リ
ス
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
国

に
よ
る
ア
フ
リ
カ
進
出
と
植
民
地

化
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
や
が
て
対

立
す
る
よ
う
に
な
っ
た
列
強
国

は
、
19
世
紀
の
末
に
話
し
合
い
、

民
族
性
や
文
化
を
考
慮
せ
ず
に
緯

線
や
経
線
で
地
域
を
分
け
て
そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
範
囲
を
決
め
、
ア
フ

リ
カ
を
分
割
し
ま
し
た
。 

 

キ
マ
ニ
大
使
は
、
過
去
の
欧
州

列
強
に
よ
る
植
民
地
支
配
と
、
そ

の
後
の
国
境
制
定
に
悩
ん
で
き
た

ア
フ
リ
カ
の
状
況
と
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
状
況
を
比
較
し
、
今
回
の
ロ

シ
ア
の
行
動
に
抗
議
す
る
、
怒
り

の
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。 

  

３ 

注
目
の
ケ
ニ
ア
国
連
大
使
ス
ピ
ー
チ 

 
 
 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の 

洲
独
立
承
認
・
軍
事
侵
攻
に
抗
議 

ケニアのキマニ国連大使 

ロシアのウクライナへの軍事侵攻は 

「我々の歴史と重なる」 
２／２１ケニア共和国・キマニ国連大使のスピーチ 

この状況は、私たちの歴史と重なります。 

ケニア、そして殆どのアフリカの国々は、帝国の終焉

によって誕生しました。私たちの国境は、私たち自身で

引いたものではありません。ロンドン、パリ、リスボン

といった遠い植民地の本国で引かれたものです。いにしえ

の国々のことなど何も考慮せず、彼らは引き裂いたのです。 

現在、アフリカの全ての国の国境線をまたいで、歴史

的、文化的、言語的に深い絆を共有する同胞たちがいま

す。独立する際に、もし私たちが民族、人種、宗教の同

質性に基づいて、建国することを選択していたのであれ

ば、この先何十年後も血生臭い戦争を繰り広げていたこ

とでしょう。 

しかし、私たちはその道を選びませんでした。私た

ちは既に受け継いでしまった国境を受け入れたのです。 

それでもなお、アフリカ大陸での政治的、経済的、法的

な統合をめざすことにしたのです。危険なノスタルジア

で歴史に囚われてしったような国を作るのではなく、未

だ多くの国家や民族、誰もが知らないより偉大な未来に

期待することにしたのです。 

帝国が崩壊、あるいは撤退してできた国家には、隣国

との統合を望む多くの人々がいることを知っています。

それは普通なことで、理解できます。 

かつての兄弟たちと一緒になり、彼らと共通の目的を

持ちたいと思わない人など、いるものでしょうか？ 

しかし、ケニアはそうした憧れを、力で追求すること

を拒否します。 

私たちは、新たな支配や抑圧に再び陥らない方法で、

滅びた帝国の残り火から、自分たちの国を甦らせないと

いけないのです。 

私たちは、人種、民族、宗教、文化など、いかなる理

由であれ、民族統一主義や拡張主義を拒むのです。 

我々は、今日、再びそれを拒否したいと思います。 

ケニアは、ドネツクとルガンスクの独立国家としての

承認に重大な懸念と反対を表明します。 

さらに我々は、この安保理のメンバーを含む強大な国

家が、国際法を軽視するここ数十年の傾向を強く非難し

ます。 

多国間主義は今夜、死の淵にあります。 

過去に他の強国から受けたのと同様に、今日も襲われ

ているのです。 

多国間主義を守る規範のもとに再び結集させるよう求

めるにあたり、私たちはすべての加盟国が事務総長の後

ろ盾となるべきです。また、関係当事者が平和的手段で

問題解決に取り組むように求めるべきです。 

最後となりますが、ウクライナの国際的に認められた

国境と領土的一体性が尊重されることを求めます。 

 

 

 

分割統治された 19 世紀のアフリカの地図 
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プ
ー
チ
ン
と
オ
リ
ガ
ル
ヒ 

経
済
制
裁
で
プ
ー
チ
ン
か
ら
の
離
反
狙
う
が 

４ 

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
を
行
っ
て
か
ら
約
１

カ
月
経
過
し
ま
す
。
米
欧
各
国

は
ロ
シ
ア
へ
の
経
済
制
裁
を
行

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
プ
ー
チ

ン
大
統
領
と
癒
着
す
る
新
興
財

閥
オ
リ
ガ
ル
ヒ
に
対
し
て
も
き

び
し
い
対
応
を
課
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
オ
リ
ガ
ル
ヒ
と

は
何
か
か
ら
見
て
み
ま
す
。 

 

オ
リ
ガ
ル
ヒ
の
呼
称
は
、「
政

権
が
少
数
の
手
に
集
中
し
て
い

る
体
制
」
を
意
味
す
る
ギ
リ
シ

ャ
語
に
由
来
し
ま
す
。
ソ
連
崩

壊
後
の
ロ
シ
ア
の
混
乱
期
に
の

し
上
が
り
、
政
権
を
資
金
面
で

支
え
る
こ
と
で
政
治
的
影
響
力

を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

３
月
22
日
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ

ー
ス
ウ
ォ
ッ
チ
」
は
、
「
ロ
シ

ア 

オ
リ
ガ
ル
ヒ
へ
の
経
済
制

裁
の
効
果
は 

〝
ロ
ン
ド
ン
グ

ラ
ー
ド
〟
と
は
」
を
放
送
し
ま

念
」
を
策
定
し
、
対
ワ
ル
シ
ャ

ワ
条
約
機
構
軍
想
定
か
ら
、
脅

威
対
象
を
周
辺
地
域
に
お
け
る

紛
争
を
挙
げ
、
域
外
地
域
に
お

け
る
紛
争
予
防
お
よ
び
危
機
管

理
に
重
点
を
移
し
ま
し
た
。 

99
年
に
「
新
戦
略
概
念
」
と

し
て
大
量
破
壊
兵
器
の
拡
散
防

止
体
制
等
を
決
め
ま
し
た
。 

ソ
連
の
崩
壊
に
よ
り
ソ
連
の

影
響
圏
に
置
か
れ
て
い
た
東
欧

諸
国
が
相
次
い
で
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
お

よ
び
欧
州
連
合(

Ｅ
Ｕ)

へ
の
加

盟
を
申
請
し

30

か
国
ま
で
に

な
り
ま
し
た
が
、
拡
大
を
め
ぐ

り
、
ロ
シ
ア
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
東
方

拡
大
に
警
戒
・
反
発
を
表
明
し

て
い
ま
す
。 
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入
管
問
題
を
し
っ
か
り
学
習 

日
本
は
難
民
認
定
率
０
・
４
％ 

対
し
て
、
ド
イ
ツ
は
25
・
９
％ 

こ
と
で
す
。 

プ
ー
チ
ン
は
、
大
統
領
に
就

任
し
た
２
０
０
０
年
以
降
、
エ

リ
ツ
ィ
ン
時
代
の
政
治
に
影
響

力
が
あ
っ
た
オ
リ
ガ
ル
ヒ
た
ち

の
力
を
厳
し
く
制
限
し
、
国
全

体
を
自
分
の
個
人
的
な
管
理
下

に
置
く
取
り
組
み
を
進
め
ま
し

た
。
依
然
と
し
て
独
立
し
た
行

動
を
続
け
よ
う
と
し
た
他
の
オ

リ
ガ
ル
ヒ
た
ち
は
、
プ
ー
チ
ン

政
権
に
よ
っ
て
全
面
的
に
排
除

さ
れ
ま
し
た
。 

エ
リ
ツ
ィ
ン
時
代
の
エ
リ
ー

ト
を
破
滅
さ
せ
る
と
同
時
に
、

プ
ー
チ
ン
は
、
彼
自
身
の
取
り

巻
き
を
、
政
治
お
よ
び
経
済
の

主
要
ポ
ス
ト
に
任
命
し
ま
し

た
。
こ
の
取
り
巻
き
の
大
半
は

国
家
保
安
委
員
会(

Ｋ
Ｇ
Ｂ)

出

身
者
で
、
１
９
８
０
年
代
に
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
市
政

で
プ
ー
チ
ン
と
共
に
働
い
た
者

も
い
ま
し
た
。 

米
欧
各
国
の
制
裁
対
象
は
、

石
油
大
手
の
ロ
ス
ネ
フ
チ
の
セ

チ
ン
最
高
経
営
指
導
者(

Ｃ
Ｅ

Ｏ)

、
軍
事
関
連
企
業
総
裁
の
チ

ェ
メ
ゾ
フ
氏
、
民
間
軍
事
会
社

ワ
グ
ネ
ル
の
黒
幕
と
さ
れ
る
ブ

リ
ゴ
ジ
ン
氏
、
鉱
業
や
通
信
を

手
掛
け
る
ウ
ス
マ
ノ
フ
氏
ら
。

サ
ッ
カ
ー
・
英
プ
レ
ミ
ア
リ
ー

グ
の
強
豪
チ
ェ
ル
シ
ー
の
オ
ー

ナ
ー
、
ア
ブ
ラ
モ
ビ
ッ
チ
氏
、

ア
ル
ミ
王
の
異
名
を
持
つ
デ
リ

パ
ス
カ
氏
も
含
ま
れ
る(

図

①)

。 

 (

参
考)

①
「
プ
ー
チ
ン
氏
か
ら
離

反
狙
う
」
京
都
新
聞
２
０
２
２
・

３
・
19
。
②
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ブ
ラ

ウ
ン
「
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
」
「
日
本
人

も
知
っ
て
お
く
べ
き
プ
ー
チ
ン
大

統
領
の
黒
い
素
顔
」 

  

北
大
西
洋
条
約
機
構(

Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ)

は
、
１
９
４
９
年
８
月

24
日
に
発
効
し
た
「
北
大
西
洋

条
約
」
に
基
づ
い
た
軍
事
同
盟

で
す
。
創
設
時
10
か
国
、
現
在

30
か
国
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。 

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
、
独
立
し
た
加

盟
国
が
外
部
か
ら
の
攻
撃
に
対

応
し
て
相
互
防
衛
に
合
意
す
る

こ
と
で
、
集
団
防
衛
の
シ
ス
テ

ム
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
加
盟

国
は
、
域
内
い
ず
れ
か
の
国
が

攻
撃
さ
れ
た
場
合
、
集
団
的
自

衛
権
を
行
使
し
共
同
で
対
処
す

る
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
て
い

ま
す
。 

１
９
８
９
年
の
冷
戦
終
焉

後
、
１
９
９
１
年
に
「
戦
略
概

松浦・デ・ビスカルド篤子さん 

３
月
５
日
（
土
）、
午
前
10
時
か
ら
11

時
30
分
ま
で
大
阪
平
和
委
員
会
事
務
所

図① 主なオリガルヒと  参考①から 

を
主
会
場
に
、
大
阪
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ

事
務
所
を
副
会
場
に
し
て
「
在

留
外
国
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

る
日
本
に
す
る
た
め
、
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
…
」
と
題
す

る
学
習
会
を

22

人
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
松

浦
・
デ
・
ビ
ス
カ
ル
ド
篤
子
さ

ん(

カ
ト
リ
ッ
ク
大
阪
大
司
教

区
社
会
活
動
セ
ン
タ
ー
・
シ
ナ

ピ
ス
課
長)

。 

松
浦
さ
ん
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
を
用
い
て
移
民
・
難
民
へ

の
支
援
活
動
を
通
し
て
見
て
き

た
こ
と
を
、
沢
山
の
写
真
と
図

表
を
用
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。 

「
ど
の
国
の
人
で
あ
れ
人
権

を
守
る
の
が
国
際
的
規
範
な
の

に
、
日
本
政
府
は
守
ら
な
い
。

し
た
。 

こ
の
「
ロ
ン
ド
ン
グ
ラ
ー
ド
」

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
ロ
ン

ド
ン
は
オ
リ
ガ
ル
ヒ
が
高
級
住

宅
街
の
不
動
産
を
買
い
あ
さ
る

街
と
し
て
知
ら
れ
、
ロ
シ
ア
語

で
都
市
を
意
味
す
る
グ
ラ
ー
ド

と
併
せ
て
「
ロ
ン
ド
ン
グ
ラ
ー

ド
」
と
や
ゆ
し
て
い
る
の
で
す
。 

オ
リ
ガ
ル
ヒ
は
、
国
の
内
外

に
巨
万
の
富
を
蓄
え
、
プ
ー
チ

ン
政
権
を
支
え
て
い
ま
す
。 

制
度
の
抜
け
穴
や
時
の
政
権

と
の
つ
な
が
り
を
利
用
し
て
巨

万
の
富
を
築
い
た
と
さ
れ
る
オ

リ
ガ
ル
ヒ
。
多
く
の
オ
リ
ガ
ル

ヒ
が
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
忠
誠

を
誓
い
ロ
シ
ア
経
済
の
中
枢
を

占
め
て
い
ま
す
。
米
経
済
誌
「
フ

ォ
ー
ブ
ス
」
に
よ
る
と
、
２
月

23
日
時
点
で
、
ロ
シ
ア
は
超
富

裕
層
が
保
有
す
る
資
産
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
＝
国
内
総
生
産
に
占
め
る
割

合
が

21

％
に
達
す
る
と
い
う

そ
の
た
め
１
年
間
に

29

か
国

の
出
身
者
が
シ
ナ
ピ
ス
に
支
援

を
求
め
て
来
所
す
る
」 

「
移
民
・
難
民
に
助
け
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
今
の
経
済
状
況

を
維
持
で
き
な
い
の
に
、
移

民
・
難
民
を
排
斥
し
排
除
し
よ

う
と
す
る
日
本
…
そ
れ
は
難
民

認
定
率
の
低
さ
に
現
れ
て
い

る
。
２
０
１
９
年
の
難
民
認
定

率
は
日
本
０
・
４
％(

対
す
る
、

カ
ナ
ダ
55
・
７
％
，
イ
ギ
リ
ス

46
・
２
％
、
ド
イ
ツ
25
・
９
％)

」 

「
十
字
架
を
立
て
て
い
る 

シ
ナ
ピ
ス
に
は
行
き
場
を
失
っ

た
人
た
ち
が
身
を
寄
せ
て
来

る
。
彼
ら
は
徒
食(

働
か
ず
に
ぶ
ら

ぶ
ら
と
遊
ん
で
暮
ら
す
こ
と)

を
嫌

う
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
医

療
用
の
防
護
服
の
作
成
を
し
て

も
ら
っ
た
。
普
段
か
ら
医
療
支

援
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
上
二

病
院
な
ど
に
提
供
し
て
喜
ん
で

も
ら
っ
た
」 

(

大
阪
平
和
委
員
会
） 

北
大
西
洋
条
約
機
構 

(

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ)

に
つ
い
て 

プ ー チ ン の 

背景を探る① 

プ ー チ ン の 

背景を探る② 

右
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
拡
大
」 

左
「
北
大
西
洋
条
約
の
概
要
」 

い
ず
れ
も
外
務
省
欧
州
局
政
策
課
資
料
か
ら 
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ン
ネ
ル
で
す(

図
②)

。
建
設
予

定
額
も
京
都
～
新
大
阪
間
の
北

側
ル
ー
ト
で
は
２
兆
７
０
０
億

円
で
し
た
が(

図
③)

、
決
定
さ

れ
た
南
側
ル
ー
ト
で
の
国
交
省

試
算
で
は
２
兆
１
０
０
０
億
円

で
、
自
治
体
に
も
応
分
の
負
担

義
務
が
あ
り
ま
す
。 

ル
ー
ト
は
、
現
段
階
で
は
４

～
12

km
の
幅
の
広
い
エ
リ
ア

で
し
か
公
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
こ
の
計
画
に
は
６
つ
の
大

問
題
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

ま
ず
ト
ン
ネ
ル
の
発
生
残
土

は
８
８
０
万
㌧
以
上
で
、
甲
子

園
球
場
に
積
み
上
げ
る
と
数
百

メ
ー
ト
ル
に
も
な
る
膨
大
な
量

で
す
。
し
か
も
、
京
都
北
部
山

岳
地
帯
に
は
ヒ
素
や
マ
ン
ガ
ン

な
ど
高
い
濃
度
の
エ
リ
ア
と
な

っ
て
お
り
、
汚
染
土
の
処
理
計

画
も
皆
無
の
状
態
で
す
。 

ま
た
京
都
周
辺
に
は
、
花
折

断
層
は
じ
め
判
明
し
て
る
だ
け

で
も
９
つ
の
活
断
層
が
あ
り
、

安
全
性
に
疑
問
あ
り
と
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
に
京
都
市
内
で
の
大
深

 

北
陸
新
幹
線
は
２
０
２
３
年

度
末
に
、
金
沢
～
敦
賀
間
が
開

業
予
定
の
で
す
。
当
初
、
関
西

広
域
連
合
も
推
進
し
て
い
た
建

設
費
５
９
０
０
億
円
と
見
込
ま

れ
た
敦
賀
～
米
原
ル
ー
ト
が
、

自
公
与
党
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
に
よ
り
、
敦
賀
～
新
大
阪

「
京
都
延
伸
ル
ー
ト
」
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
京
都
延
伸
ル
ー
ト
の
途

中
駅
は
、「
小
浜
」「
京
都
」「
松

井
山
手
」
３
駅
だ
け
で(
図
①)

、

し
か
も
総
延
長
１
４
３
km
の

80
％
が
ト
ン
ネ
ル
で
、
京
都
市

内
は
地
下
40
ｍ
の
大
深
度
ト

６ 
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度
ト
ン
ネ
ル
計
画
で
は
、京
都

の
地
下
に
あ
る
巨
大
な
「
水

盆
」と
水
循
環
に
与
え
る
影
響

は
大
き
い
と
予
想
さ
れ
ま
す
。 

そ
し
て
、
施
工
自
体
に
も
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
や
東

京
・
調
布
市
の
外
環
道
工
事
現

場
で
崩
落
事
故
が
発
生
し
、
安

全
性
で
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

建
設
費
で
も
２
兆
１
０
０

０
億
円
と
巨
額
で
す
が
、金
沢

～
敦
賀
間
は
当
初
建
設
予
定

額
か
ら
44
％
増
に
膨
張
し
て

お
り
、
建
設
費
か
ら
Ｊ
Ｒ
西
日

本
の
リ
ー
ス
料
を
差
し
引
い

た
３
分
の
２
は
国
負
担
で
す

が
３
分
の
１
は
自
治
体
負
担

で
、地
方
財
政
圧
迫
は
目
に
見

え
て
い
ま
す
。 

他
に
並
行
在
来
線
問
題
と

い
う
課
題
も
あ
る
の
で
す
。 

こ
の
先
の
新
大
阪
ま
で
に

も
同
様
の
大
き
な
問
題
が
予

想
さ
れ
ま
す
。 

京
都
で
は
、
府
知
事
選
挙
が
、

３
月
24
日
告
示
、
４
月
10
日
投

開
票
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

府
知
事
選
挙
の
争
点
の
１
つ

に
、
大
型
開
発
問
題
が
あ
り
ま

す
。
２
兆
１
０
０
０
億
円
も
の

北
陸
新
幹
線
「
延
伸
」
や
府
民

の
財
産
、
府
立
京
都
植
物
園
を

つ
ぶ
す
「
北
山
エ
リ
ア
」
開
発

な
ど
の
大
型
開
発
に
熱
心
な
国

交
省
・
官
僚
出
身
の
知
事
か
、

府
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
、
営

業
の
悲
鳴
に
寄
り
添
い
、
解
決

の
た
め
に
力
を
つ
く
す
働
く
人

の
代
表
か
、
そ
の
選
択
が
鋭
く

問
わ
れ
て
い
ま
す
。 

北
陸
新
幹
線
・
京
都
延
伸
は 

ど
う
し
て
も
必
要
か 

 
 

京
都
府
知
事
選
挙
の
争
点
に
も 

 

北陸新幹線・京都延伸 
６つの大問題 

(1)大量の掘削残土発生は明らか。 
しかも、まともな処理計画はない 

(2)土砂からヒ素検出の可能性大 
(3)活断層地で施工して大丈夫か 
(4)水循環を破壊する 
(5)大深度地下トンネル施工は 

安全とはいいきれない 
(6)建設費の膨張は目に見えている 

―北陸新幹線・京都延伸への 
巨額の税金投入は許されない 

 

 

図③ 敦賀―新大阪ルート案比較 

図② 国交省「大深度地下の定義」から 

図① 北陸新幹線想定ルート案 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年４月 1日 Ｎｏ．５９０ 

 

世界と連帯 ＮＧＯおおさかＡＡＬＡ 

 

７ 

カ
ジ
ノ
を
核
と
す
る
統
合
型

リ
ゾ
ー
ト(

Ｉ
Ｒ
）
を
大
阪
湾
の

埋
め
立
て
地
、
夢
洲
に
誘
致
す

る
た
め
の
「
区
域
整
備
計
画
」

を
認
め
る
か
ど
う
か
が
、
大
阪

府
議
会
、
大
阪
市
議
会
で
大
き

な
焦
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
４
月
28
日
ま
で
の
申
請
期

限
ま
で
に
計
画
を
国
に
申
請
す

る
た
め
に
強
行
可
決
の
構
え
で

す
。 ３

月
24
日
、
大
阪
府
議
会
で

は
整
備
計
画
の
議
案
の
採
決
が

行
わ
れ
、
維
新
・
公
明
・
自
民

な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

 

大
阪
市
議
会
で
も
３
月
29

日
に
計
画
案
の
採
決
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。
自
民
党
市
議

団
は
、
市
が
建
設
予
定
地
で
あ

る
夢
洲
の
土
壌
対
策
費
と
し

て
約
７
９
０
億
円
を
負
担
す

る
こ
と
に
反
発
し
て
、
Ｉ
Ｒ
整

備
計
画
に
「
反
対
」
す
る
と
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。 

２
月
21
日
、「
カ
ジ
ノ
の
是

非
は
府
民
が
決
め
る 

住
民

投
票
を
求
め
る
会
」
が
大
阪
の

カ
ジ
ノ
誘
致
の
賛
否
を
問
う

住
民
投
票
を
求
め
て
、
直
接
請

求
署
名
運
動
を
実
施
す
る
と

発
表
し
ま
し
た
。 

３
月
25
日
、
Ｉ
Ｒ
の
住
民

投
票
を
求
め
る
署
名
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。
署
名
は
大
阪

府
の
有
権
者
の
50
分
の
１
に

あ
た
る
約
15
万
人
分
を
集
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
必
要
数

を
上
回
る
署
名
が
提
出
で
き

れ
ば
、
大
阪
府
知
事
は
住
民
投

票
を
実
施
す
る
条
例
案
を
府

議
会
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
議
会
で
可
決
さ
れ
れ
ば

Ｉ
Ｒ
の
賛
否
を
問
う
住
民
投

票
が
行
わ
れ
ま
す
。 

⑨
国
内
ツ
ア
ー
、
海
外
ツ
ア

ー
を
期
待
す
る
声
に
応
え
、
企

画
・
計
画
の
検
討
を
進
め
る
。

（
国
内
は
日
帰
り
も
） 

⑩
当
面
の
日
程
。
４
月
20
日

(

水)

に
第
３
回
大
阪
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ

理
事
会
を
18
時
か
ら
大
阪
Ａ
Ａ

Ｌ
Ａ
事
務
所
で
行
う
。 

⑪
次
期
総
会
に
つ
い
て
準
備

を
す
す
め
る
。 

 

取
り
組
み
と
「
署
名
推
進
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
活
用 

⑧
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
募
金
に

つ
い
て
、
大
阪
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
と
し

て
も
取
り
組
む
。 

大
阪
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
第
５
回
常
任

理
事
会
が
、
３
月
15
日(

火)

18

時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

会
議
の
内
容
に
つ
い
て
概
要

に
な
り
ま
す
が
報
告
し
ま
す
。 

①
前
回
以
降
の
経
過
確
認
。 

②
国
内
外
の
情
勢
、
と
り
わ

け
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

問
題
。 

③
会
員
拡
大
。
今
年
度
の
新

規
会
員
拡
大
は
８
人
と
読
者
４

人
。
し
か
し
高
齢
等
に
よ
る
退

会
が
新
規
会
員
の
３
～
４
倍
に

も
な
り
か
ね
ず
、
会
員
拡
大
が

大
変
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
若

者
と
現
役
世
代
を
会
員
に
迎
え

る
た
め
に
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
ら
し
い
文

化
的
な
楽
し
い
取
り
組
み
を
工

夫
し
計
画
し
て
い
く
努
力
と
、

そ
の
た
め
に
は
若
い
世
代
の

方
々
に
依
拠
し
て
取
り
組
む
。 

④
会
計
で
は
、
一
定
数
の
長

期
滞
納
者
が
お
ら
れ
る
の
で
、

一
掃
に
努
力
す
る
。
ま
た
郵
送

料
の
値
上
げ
問
題
等
も
あ
る
。 

⑤
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
カ
フ
ェ
第
26
回

を
４
月
10
日(

日)

「
こ
ん
な
時

に
な
ん
で
カ
ジ
ノ
を
！
」
の
テ

ー
マ
で
中
山
直
和
さ
ん
を
講
師

に
行
う
。 

 

⑥
他
団
体
の
取
り
組
み
行
事

も
紹
介
し
て
い
く
。 

⑦
第
８
次
「
国
際
署
名
」
の

カ
ジ
ノ
計
画
き
っ
ぱ
り
中
止
を 

４
月
一
杯
の
国
申
請
め
ざ
し
強
行 

４
月
12
日(

火)

の 

英
語
で
世
界
を
読
む
会
へ
の
お
誘
い 

 

こ
の
テ
キ
ス
ト
を
少
し
ず
つ

読
ん
で
ゆ
き
ま
す
。
４
月
は

第
１
章
で
す
。 

皆
さ
ん
、
「
ア
メ
リ
カ
の

良
心
」
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん

か
？
！
「
読
む
会
」
は
大
阪

Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
事
務
所
で
行
い
ま

す
。
連
絡
先 

安
井 

０
７
９
７-

８
５-

９
１
５
１ 

 
pi

cha
n5@

hotm
a
il.

com
 

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
テ
キ

ス
ト
を
送
り
ま
す 

 

 

今
回
の
テ
キ
ス
ト
は
、

J
o
h
n
 
C
.
 
W
e
s
t
e
r
 

と
い
う

ア
メ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ

コ
州
の
司
教
が
発
し
た
書

簡
「Li

vi
ng

 i
n
 the Li

ght 

o
f
 
C
h
r
i
s
t
 
P
e
a
c
e
:
 
A
 

C
o
n
v
e
r
s
a
t
i
o
n
 
t
o
w
a
r
d
 

N
u
c
l
e
a
r
 
D
i
s
a
r
m
a
m
e
n
t

」

で
す
。 

We
bste

r 

司
祭
は
、

３
月
12
日
、
民
主
党
内
の

「
進
歩
的
米
民
主
党
員
」
の

地
元
支
部
の
例
会
に
招
か 

れ
て
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

つ
い
て
も
言
及
し

な
が
ら
、
核
廃
絶
・

軍
縮
の
条
約
批
准

を
ア
メ
リ
カ
政
府

に
要
請
し
よ
う
と

訴
え
ま
し
た
。 

「
読
む
会
」
で
は 

大
阪
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
第
５
回
常
任
理
事
会 

「カジノの誘致なんて言ってる場合？」から 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年４月 1日 Ｎｏ．５９０ 世界と連帯 ＮＧＯおおさかＡＡＬＡ 

 

 

Osaka 

大阪アジア･アフリカ・ラテンアメリカ連帯委員会（大阪ＡＡＬＡ） 

Osaka Asia Africa Latin America Solidarity Committee 

〒540-0004  大阪市中央区玉造１－６－１１ 黒石ビル３F 
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機関紙・宣伝委員会 

   会費 月 800円(年 9,600円) (25才以下は年 3,000円) ※入会金 500円 

＊会費の会計年度は毎年 4月から翌年の 3月です。半期毎に 4,800円づつご入金をお願いします。 

＊会費の中には機関紙代も含まれています。月初めに大阪 AALA と日本 AALAの機関紙を郵送いたします 

 

大阪ＡＡＬＡ 
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プ
ー
チ
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の
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国
丸
洗
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病
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身
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の
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妻
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民
意
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新
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大
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プ
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チ
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に
愛
説
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駄
を
思
い
知
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ウ
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あ
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ビ
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句 

プ
ー
チ
ン
よ
侵
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や
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よ
春

霙
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ぞ
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白
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の
世
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真
っ
暗
の
春
の
風 

オ
ミ
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ロ
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成
り
行
き
任
せ
春
浅
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 ＡＡＬＡカフェ第２６回 
●テーマ： 

「こんな時になんでカジノを！」 

●お 話：中山直和さん 

（大阪市をよくする会事務局次長） 

◇と き：４月１０日(日) 

13:30-15:30（予定） 

◇ところ：大阪ＡＡＬＡ事務所 

（ＪＲ・地下鉄「玉造駅」下車すぐ） 
 

 

◇参加費：５００円 
(コーヒー、菓子、資料代)  

 
 
＊マスク着用
をお願いしま
す 
 
＊参加は大阪
ＡＡＬＡまで
事前連絡を 
 

 

ＡＡＬＡカフェ第２７回 
●テーマ：2022 年アメリカ報告 

「フィラデルフィアのたたかう壁画たち」 

●お 話：安井倫子さん 
(英語で世界を読む会、大阪ＡＡＬＡ常任理事) 

◇と き：５月１５日(日) 
13:30-15:30（予定） 

◇ところ：大阪ＡＡＬＡ事務所 
（ＪＲ・地下鉄「玉造駅」下車すぐ） 

 

 

◇参加費：５００円 
(コーヒー、菓子、資料代)  

 
＊マスク着用
をお願いしま
す 
＊参加は大阪
ＡＡＬＡまで
事前連絡を 
 

 

お詫びとお断り 
 ３月５日(日)の入管
法学習会の開催案内
を大阪 AALA 機関紙
３月号に掲載しまし
た。ところが会員の方
から、機関紙３月号の
到着が３月４日で 17
時に帰宅して知った
が、参加申し込みもで
きない案内を形式的
に掲載するのはおか
しいと抗議のメール
をいただきました。 
２月１５日の常任

理事会で急遽協賛開
催するとの確認を受
けて、ホームページに
開催案内を掲載し、機
関紙の翌月号に案内
しましたが、お怒りも
もっともであり、今後
は機関紙では確実に
参加申しこみ可能な
もののみ掲載させて
いただきます。 

 

 


